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多頭飼育崩壊手術支援（高知県）

実施報告書

主 催：公益財団法人どうぶつ基金

日 程：平成29年1月24日（火）・25日（水）（手術日）



doubutukikin

doubutukikin申請事業の背景・目的

高知県香美市多頭飼育崩壊現場

申 請 日：2017年1月16日

場 所：高知県香美市

実施責任者：A氏

協 力 団 体：にゃんわんの家／ワンニャンの会／香美市役所(手術会場提供)／高知県庁

居 住 環 境：持ち家

居 住 者：56歳の女性一人暮らし

生活保護の需給状況：受給していない
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doubutukikin申請事業の背景・目的
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背景（報告書より）

以前より、4～6頭の猫を不妊手術をしながら飼っていた。今から9年ほど前に、当事

者の息子が職場やその他の場所に捨てられた猫を連れ帰り、保護するようになった。

1か月ほどして保護した猫が妊娠していることが判明し、増やしてはけないとの思い

から、オス猫の去勢手術を行った。その後、また別の猫を保護したところ、その猫が

妊娠していることが判明。この時には、既に経済状況が苦しく、不妊手術ができる状

態ではなくなっており、瞬く間に66頭の多頭飼育崩壊へと陥ってしまった。また、近

所の猫たち（16匹を確認）も、餌を目当てに寄り付くようになり、近隣住民からも苦

情がくるようになった。また、家の前や庭に死骸を置かれるいやがらせや、子猫を捨

てられることも起きている。

当事者家族の給料は、猫たちの餌代、砂代、病気の治療代に消えるようになり、困窮

しているところへ、テレビニュースでどうぶつ基金の多頭飼育崩壊支援事業を知り、

申請に至った。

目的

多頭飼育崩壊状態にある当事者宅の全頭不妊手術の実施により、繁殖を抑制し、管理

できる数にとどめる。また不妊手術により、猫の鳴き声や糞尿被害を抑える。



doubutukikin

doubutukikin手術会場・猫保護場
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●香美市が旧楠目保育所を手術場として提供

●猫保護場での事前ミーティング



doubutukikin
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所属 1月24日・1月25日

どうぶつ基金
スタッフ2名
獣医師2名

にゃんわんの家 3名

ワンニャンの会 ー

香美市役所 1名

高知県庁 １名

その他ボランティア 9名

スケジュールと協働人数

協働人数
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1月23日（月）準備日 1月24日（火） 1月25日（水）

14:00 捕獲開始 10:30 猫を運搬 7:30 猫を運搬

19:00 捕獲完了 13:00 朝礼 9:40 朝礼

13:15 手術開始 9:50 手術開始

18:00 手術終了 11:30 手術終了

20:00 猫を運搬 14:00 猫を運搬

15:00 会場撤去完了

タイムスケジュール
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doubutukikin手術数
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手術日 オス メス 耳カットのみ 計

1月24日 19 21 0 30

1月25日 3 9 0 12

合計 22 30 0 52

出張手術数

処置内容

不妊去勢手術、ワクチン、

ノミ・ダニ・回虫の駆除薬

（レボリューション）、

点眼、補液５０ｃｃ

オス
42%

メス
58%

オスメスの割合

オス メス

手術後の状況

52頭の不妊手術を実施後、1頭をボランティアが引き取り、残りの51頭は当事者

宅へ戻した。
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doubutukikin手術会場の様子
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●手術開始

●山口獣医師、足立獣医師
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doubutukikinメディア掲載・報道
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●1月24日 18：15～ 高知テレビ イブニングKOCHI

●1月26日 高知新聞

●1月26日 高知新聞
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doubutukikinまとめ
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申請者は当事者の息子。申請者が数年前に保護した猫が過剰繁殖し、家族だけでは

どうしようもない状態に陥った時に「クローズアップ現代＋」を観て、どうぶつ基

金に連絡が入った。申請者自身が高知県、香美市行政、地元ボランティア、友人に

連絡を取り手術場所、ボランティアの確保を行った。当事者家族とどうぶつ基金だ

けでは問題解決に至らなかったと思われる。当事者や家族自身からのＳＯＳにおい

ても、まず当事者から行政や地元ボランティアに救済を求めさせた事、そのうえで

再度、役割分担を考えて方向性を定めたことが今回の成功につながったと考えられ

る。今後も多頭飼育当事者からの相談が増えると予測されるが、今回の例を対応に

役立てたい。

どうぶつ基金理事長 佐上邦久

今回、どうぶつ基金さんのおかげで本当に

助かりました。感謝の言葉しかありませ

ん。年が明けて間もなく忙しい１月に、は

るばる高知県まで来ていただいて、うちの

猫や家族を助けていただいて、本当にあり

がとうございました。今後は１匹でも増え

ないように配慮して、猫たちのことは最後

まで家族の一員として責任をもって世話を

していきます。

当事者家族
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公益財団法人どうぶつ基金


